
令和 5年 6月 

血液透析患者における皮膚軟部組織感染症に対するバンコマイシンのトラフ濃

度とメシチリン耐性黄色ブドウ球菌の治療効果の検討に関する後ろ向き調査の

おしらせ 

この文書は、大分岡病院 薬剤部が実施する研究「血液透析患者における皮膚軟部組織感染症に対する

バンコマイシンのトラフ濃度とメシチリン耐性黄色ブドウ球菌の治療効果の検討」の情報公開を行うもの

です。この研究に関するお問い合わせは、以下の「問い合わせ先」へご照会ください。 

[研究課題名] 血液透析患者における皮膚軟部組織感染症に対するバンコマイシンのトラフ濃度とメシチ

リン耐性黄色ブドウ球菌の治療効果の検討 

[研究機関 ]  大分岡病院 薬剤部 

[研究責任者]  小野 友香理（薬剤師） 

[研究の目的] 血液透析患者における皮膚軟部組織感染症に対するバンコマイシンのトラフ濃度（次回の

薬物を投与する直前に採血して測定した最低血中濃度）とメシチリン耐性黄色ブドウ球菌

の治療効果と副作用について調査することを目的として行います。 

[研究の方法]  通常の診療で得られた過去の記録をまとめることによって行います。  

１、 対象となる患者さん                                     

2016年 4月 1日 ～ 2021年 3月 31日までに、血液透析を受けており、メシチリン耐性黄色ブドウ球

菌による皮膚軟部組織感染症に対し、バンコマイシンによる治療を受けた患者さん 

２、 予定対象症例数 50例 

３、 調査項目 

年齢、性別、体重、CRP、WBC、体温、既往・合併症、チャールソン併存疾患指数、血清アルブミン、

血中ヘモグロビン濃度、ALT、AST、T-bil、PLT、バンコマイシンの血中濃度、バンコマイシンの投

与量、バンコマイシンの溶解濃度、バンコマイシンの投与速度、最小発育阻止濃度、投与期間、併

用抗菌薬、発疹、red neck症候群の有無、28日死亡、再感染の有無、転帰 

４、 調査実施期間 研究機関の長の実施許可日 ～ 2023年 12月 31 日 

 

[試料/情報の他の研究機関への提供および提供方法] 

他の機関への試料・情報の提供はありません。 

[個人情報の取り扱い]  

利用する情報からは、お名前、カルテ番号など、患者さんを直接同定できる個人情報は削除し、新たに

符号をつける匿名化を行います。また、研究成果は学会や学術雑誌で発表されますが、その際も患者さ

んを特定できる個人情報は利用しません。 

[患者さんの費用負担について]  

本研究を実施するにあたって、患者さんの費用負担はありません。また、本研究の成果が将来、薬物な

どの開発につながり、利益が生まれる可能性がありますが、万一、利

益が生まれた場合、患者さんにはそれを請求することはできません。 

[利益相反について] 

  この研究は特定の企業からの資金は一切用いません。「利益相反」と

は，研究成果に影響するような利害関係を指し，金銭および個人の

関係を含みますが，本研究ではこの「利益相反（資金提供者の意向

が研究に影響すること）」は発生しません。 

 

 



[研究に不同意の患者さんへ] 

 この研究に同意されない患者さんは，下記までご連絡下さい。 

調査対象から外させていただきます。また、ご協力いただけない場   

合でも、患者さんの不利益になることは一切ありません。なお、こ  

れらの研究成果は学術論文として発表することになりますが、発表 

後に参加拒否を表明された場合、すでに発表した論文を取り下げる 

ことはいたしません。 

[問い合わせ先] 

大分県大分市西鶴崎 3-7-11 

大分岡病院 薬剤部  小野 友香理 

電話 097-522-3131（病院代表） 平日：午前 9時～午後 5時 

 


